
このマニュアルは、 現在開発中の新卒訪問看護師育成プ

ログラムを運用する上で重要な学習支援の方法について書

かれています。 これを活用することで、 新卒者は何を支援

してもらえるかが理解することができるでしょう。

また、 新卒者を受け入れる訪問看護ステーションの管理者

や指導者及びスタッフが新卒者を育てるためには、 どのよ

うな支援を行えばよいか、参考にできるようになっています。

より有効な使いやすい学習支援マニュアルとするため、 皆

さんからのご意見ご感想をお待ちしています。

連絡先 ：公益社団法人千葉県看護協会

〒261-0002　　千葉市美浜区新港249-4

TEL ： 043-245-1712
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会 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

　看護職不足が深刻な千葉県は、訪問看護ステーションも例外ではありません。その

ため、一事業所あたりの看護師数が基準をわずかに上回る程度で運営せざるを得ない

小規模ステーションが圧倒的に多いという現状があります。

　そのような中、訪問看護に関心を持ち就業を希望してくる看護師は、まさに貴重な

存在であるわけですが、小規模事業所であることから目先の件数をこなすことにエネ

ルギーが費やされ、個々の看護職の取り組み状況にまで目配り気配りができにくく、

定着を妨げる要因にもなっています。

　全国第２位のスピードで高齢者人口が急増する千葉県、病を持った人たちの最終砦

ともなる訪問看護ステーションの拡大・整備が喫緊の課題となっていますが、カギと

なるのは看護職の確保です。

　「少なくとも３年の臨床経験がなければ訪問看護師としては難しい！」これまで、

教育・臨床にいる看護職の多くが考えていたことです。

　本当にそうでしょうか？千葉県看護協会は、新人看護師が臨床でガイドラインに

沿った研修で育てられるように、訪問看護の現場でも訪問看護師として育成するため

の条件さえ整えれば、臨床経験の有無は影響しないのではと考え、千葉県が策定する

地域医療再生計画に当協会が提案した訪問看護実践センター事業の柱の一つに『訪問

看護師人材育成事業』として、新卒及び潜在看護師を対象とした、実践的プログラム

の開発を取りいれました。

　幸い、平成24年度から２年間、千葉大学大学院看護学研究科の全面的なご指導を

戴くことができました。

　事業開始当初採用され、このプログラムの適用を受けた新卒看護師も今では、『新

卒訪問看護師』として、一人で訪問ができるようになり、利用者・家族からも期待さ

れています。本年度からはこのプログラムに沿って新卒者を育成する訪問看護ステー

ションも増えました。

　取り組んだ結果を暫定版ではありますが、纏めましたので、ここに報告させていた

だきます。多くの看護系大学等教育機関や訪問看護ステーションが本事業を理解し、

本マニュアルを活用してくださるよう祈念しておりますと同時に、より有効なものと

なりますよう、ご意見をお寄せいただければ幸いです。

　平成25年８月

公益社団法人　千葉県看護協会　

会長　松　永　敏　子

新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル
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組織的バックアップ

体制づくり

学習支援

新卒者の成長

新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

１．はじめに

１）マニュアルのねらい

新卒者にとって

●「訪問看護師になりたい」と志望する新卒者が、自分が訪問看護師になるまでの道

のりをどのように学び、成長していけるのか。どのような支援が受けられるのかを

イメージすることができるように示しています。

訪問看護ステーション管理者や指導者及びスタッフにとって

●「新卒者を受け入れ育ててみたい」と考える訪問看護ステーションの管理者や指導

者及びスタッフが、どのように新卒者を育てればよいのか、ステップBYステップ

で、手引きとなるように示しています。

　　　　

看護系大学等機関の教育者にとって

●育てた新卒者が就職後、どのような支援を受けることができ、訪問看護師として自

立していく道筋を見通すことができるように示しています。

２）マニュアルの活用方法

マニュアルは、以下の４つに焦点をあてて書かれています。

一人立ちまでの経過を時期別に分けて示しています

・それぞれの時期別に、新卒者の目指す目標と学習内容が示されています。

・何を課題として、進めばよいかをガイドします。

新卒者の学習にどのような教材を用いるかを示しています

・新卒者の学習を進めるために、どのような教育方法を利用するかを示しています。

・新卒者の同行訪問をどのように計画するか、同行訪問の目的と方法を意図的に変えていく教育方法を示しています。

ステーションで学習支援を業務に位置づけていく方法を示しています

・ステーション内での体制づくりに欠かせないカンファレンスや勉強会などのアイディアを提案します。

・新卒者を指導者のみが抱え込まないで、組織やチームで支える仕組みづくりを新卒者の成長と合わせて、一緒に

作り上げていく道筋を提案します。

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）と大学からの支援を示しています

・訪問看護実践センター室担当者や大学教員がどのような支援を行ったかを時期別に示しています。
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２．訪問看護における学習支援

２．訪問看護における学習支援

１）訪問看護における学習支援の目的と意義

　学習支援とは、新卒者が訪問看護師として、業務を行いながら自律的に考え、主体的に

学習する姿勢や学習スタイルを修得するように育てることです。

　それは、専門職として必要な自己研鑽や自己教育力をもち、生涯にわたって成長するこ

とを志向していく資質を育てるためです。

　なぜなら、訪問看護師は、利用者と家族の自宅という生活の場で、その人の生活のあり

様を理解し、日常生活を維持し、生活の質を高めるために必要な看護実践を行います。そ

の現場では、状況に応じた自律的な判断や対応が求められると同時に、個々の生活に合わ

せた方法をその場に応じて生み出してく、創造力と柔軟性が必要な臨床現場です。

　訪問看護師は、豊かな人間としての感受性とともに専門家としての的確な判断が必要で

す。このような人材を育てるためには、業務優先の指導型教育ではなく、自ら考え学ぶ能

動的な学習者を育てる学習支援型の教育が必要です。

　訪問看護師は、一人一人が自律的に考え、状況対応ができる存在として、利用者の療養

生活の維持と家族の支援を地域の多職種と連携していきます。

　私たちは、このような人材育成のビジョンを描きながら取り組んでいます。

２）学習支援者とは

　学習支援者とは、新卒者の学習を支援する人を指します。

　大別すると、訪問看護ステーション内と訪問看護ステーション外の学習支援者がいます。

①訪問看護ステーション内の学習支援者

　訪問看護ステーションの管理者、直接指導する指導者（プリセプタ―）、スタッフ、

職員などです。

②訪問看護ステーション外の学習支援者

　訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）、千葉大学大学院看護学研究科の教員で

す。また、千葉県内での実務研修を受けてくださる訪問看護ステーションの管理者や病

院、在宅療養支援診療所等の方々です。

―  2  ―



新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

３）学習支援体制をつくりあげる会議

　会議は学習支援を進めていく上で現状と課題を共有し、対応策を検討する大切な時間で

す。学習支援を関係者がチームとなって進めていくためには欠かせません。忙しい中でな

かなか取れない時間と考えがちですが、効果的に有効な時間となるよう業務に位置づけま

しょう。

会 議 名 目　　　的 構　成　員

振 り 返 り

カンファレンス

新卒者の状況を把握し、新卒者が学習過程を振り返

り、課題を明確にすることができるように支援する

新卒者と学習支援者（指導者・

管理者、訪問看護実践セン

ター室担当者、大学教員など）

学習支援者

会 議

新卒者及び学習支援者の課題を共有し、新卒者の目

標が達成できるように支援方法や体制について検討

する

学習支援者（指導者・管理者、

訪問看護実践センター室担当

者、大学教員など）

人 材 育 成

全 体 会 議

新卒者、学習支援者が目的を達成することができる

ようプログラム全体の企画・調整を行う

人材育成に関わる組織（看護

協会、大学教員、訪問看護ス

テーション）と学習支援者

　まず、訪問看護ステーションの管理者が業務に位置づけるよう時間を調整する、つまり

「会議日程を決める」ことが必要です。それを後押しする組織的バックアップとして、訪

問看護実践センター室担当者が支援していきます。その具体的な内容は議題の提案や資料

の準備、会議の進行、記録などです。

　訪問看護実践センター室の担当者は、会議の日時が決まれば、当日までの資料準備（レ

ジュメ等）をし、議題を参加者に事前に知らせます。そうすることで、参加者は、当日何

を検討するのかを理解し、事前に意見を考えることができます。会議当日は関係者が集ま

り、議事通り進めるといった具合です。すると時間内に効果的に話し合いを進めることが

できます。

　このように会議を開催するための役割分担をすると、学習支援を効果的に進めていくた

めの現状と課題を共有し、対応策を効率的に検討することができます。
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２．訪問看護における学習支援

４）学習支援者の役割と学習支援方法

学習支援者 支援内容 学習支援方法

⑴　訪問看護ステー

ション内

　　学習支援者

①指導者（プリ

セプター）

②管理者

③スタッフ

①組織の一員として姿勢・

態度の育成

②勤務と学習を両立できる

体制つくり

③プリセプターシップを導

入し看護実践に根ざした

育成

①同行訪問計画を立案する

②同行訪問時の指導

・基本的な技術を個別的な技術（安全で安心な提供）に適

用できるようにするために作成した手順書（P９）に沿っ

て指導する

・単独訪問する利用者の全体像を把握するために作成した

関連図（P10）に沿って指導する

・３側面（身体・精神・社会）の情報・アセスメント・看

護問題・介入方法等の理解を確認する

③学習の促し

・自己評価票注１）を用いて目標到達度を把握し、学習課題

が明確にできるように指導する

・新卒者の学びを発表する機会（事例検討会）を設け、よ

り効果的な学習ができるように助言する

⑵　訪問看護実践

　　センター室

（千葉県看護協会）

学習支援者

①訪問看護師への知識・技

術強化支援、就業に係る

相談

②指導者（プリセプター）

への支援・相談

③管理者への支援・相談

④振り返りカンファレンス・

学習支援者会議の企画・

運営

①新卒者の知識・技術の習得への支援

・目標を達成するために必要な学習の計画・実施・評価を

行うことを支援する

・新人看護職員研修や訪問看護実践研修等で学習した内容

を訪問看護に適用できるように研修前後に指導・助言を

行う

②新卒者の問題解決を図る

・個別面接を行い問題の早期解決を図る

・自己評価票の結果を生かして、課題を明確にできるよう

に働きかける

③指導者（プリセプター）の問題解決を図る

　・管理者と共に問題の早期解決を図る

④会議の企画・運営

　・振り返りカンファレンス

　・学習支援者会議

⑤育成プログラムの評価

⑶　大学職員

　　学習支援者

①育成プログラムの共同開

発

②訪問看護実践センター事

業の企画・運営への支援

①必要な企画の提案

　・各会議へ出席し必要な企画を提案する

②問題の解決を図る

・新卒者、学習支援者それぞれの問題を早期に解決する方

法を検討する

③本事業の運営に関する支援を行う

④本事業を教育・研究に活かす

⑤本事業の成果を明らかにする

注１）本マニュアルに自己評価票は含まれていません。現在開発中のため2013年事業完了年度で掲載

する予定です。
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新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

３．新卒訪問看護師育成プログラムの概要

１）目　的

　千葉県内の看護系大学等教育機関の新卒者で訪問看護師を志望する看護師が自律した訪問

看護師として活動することができる。

２）目　標

⑴　訪問看護に必要な専門的知識・技術を習得し、訪問看護を自律して行うことができる。

⑵　在宅療養者各々のケアシステムの一員として認められ、看護専門職として自律的に活動し、

役割を遂行できる。

⑶　訪問看護師として、自分のキャリア形成を考え、自分の目標を持ち、その目標に向かって

努力し、継続的な学習を自律的に進めていくことができる。

３）学習課題

⑴　【訪問看護制度に基づく看護の役割と特質、訪問看護の概要の理解】　　　　 

基礎教育課程における習得内容を確認・補強し、 訪問看護制度に基づく看護の役割と特

質、訪問看護の概要を理解する。

⑵　【在宅療養者の身体状態の的確なアセスメント方法の習得】

　　【最新の基本的在宅看護技術の習得】

異常の早期発見及び利用者の身体状態に応じた適切な看護を行うために、基礎教育課程

における既習内容を確認・補強し、在宅療養者の身体状態の的確なアセスメント方法及

び最新の基本的在宅看護技術を習得する。

⑶　【訪問看護の実践に必要な疾患の最新の知識及び治療方法の習得】　

各疾患に関する基本的知識をもとに、最新の知識に更新する。

⑷　【訪問看護の場の特性と利用者各々に即した看護を行うための知識の習得】

訪問看護の場の特性を認識しつつ、利用者（認知症・小児・ターミナル期、褥瘡、感

染、嚥下障害等）各々に即した看護方法を展開するための知識を習得する。

⑸　【利用者・家族の状況に即したよりよい療養生活の実現のための効果的な看護計画の

立案と実施】

利用者のよりよい療養生活の実現を目指し、利用者・家族の状況に応じた効果的な看護

計画を立案し、自分の特性や限界を補う方法を適用して訪問看護過程を展開する。

⑹　【連携スキル及びチームマネジメントスキルの習得】

チーム内で訪問看護師としての力量を認められ、発揮するために不可欠な連携スキル及

びチームマネジメントスキルを習得する。

⑺　【リスクマネジメントの知識の習得と実施】

訪問看護において起こりうるインシデントやアクシデントに対する組織的予防策・対応

策を説明し実施する。

―  5  ―



３．新卒訪問看護師育成プログラムの概要

⑻　【在宅療養開始期の利用者・病院等との効果的な連携のためのスキルの習得】

疾患・治療に関する確実な知識をもとに、在宅療養開始期の利用者や病院等との信頼関

係を構築して、効果的に連携し、訪問看護師として支援していくためのイメージをもつ。

⑼　【自組織の理念・目標と運営・経営管理に関する理解と自分の役割遂行】

訪問看護ステーションを支える一員として、自組織の理念・目標と運営・経営管理につ

いて理解し自己の役割を果たす。

⑽　【訪問看護師として自分を活かすための目標設定と自己教育】

自分の特性をもとに訪問看護師としての目標を探索・設定し、実践の評価や学習課題の

明確化・解決を継続する。

引用文献：木下由美子編著：エッセンシャル在宅看護学、p106-108、医歯薬出版、2013．より一部改編

＜看護師としての資質＞
　自己肯定感・感受性・柔軟性・倫理性・自律性・協調性

＜訪問看護師に求められる資質と看護の力量＞

・フィジカルアセスメント能力

・医療処置を的確に苦痛なく行える力

・多職種と連携し調整できる力

・相手の潜在能力を引き出す力

・主体的に考え行動する力

・自分を教育する力
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新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

４）新卒者が取り組む【10の学習課題】の構造

　新卒者が取り組むべき学習課題の発見へと導く道筋として、訪問看護師に求められる知

識・技術・態度について10の「学習課題」を設定している。

　

　これらの学習課題は、新卒者の課題の認識と目標設定、及び自己評価を基本にして行わ

れ、自己の振り返りのもとに指導者や管理者との面接で意識化され、成長の道しるべとなる

ものです。
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３．新卒訪問看護師育成プログラムの概要

５）学習課題を達成するための育成プログラム

⑴　本育成プログラムは２年間で終了するものとする。

⑵　同行訪問から学ぶことを基本とする。育成プログラムが終了するまでに単独24時間

緊急対応ができることを目指す。

⑶　訪問看護実践研修・基礎看護技術研修等を受講し知識・技術を補強する。

⑷　実務研修として勤務先以外の訪問看護ステーションや病院等で研修を行い、地域包括ケ

アシステムを理解する。

⑸　振り返りカンファレンス・面接等で自己の課題を明確にする。

１年目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

実
務
状
況

同行訪問

単独訪問

１人

単独訪問

１～３人

単独訪問

３～５人

研　
　
　
　

修

新人看護職員研修（４月～11月）

訪問看護実践研修（外部研修を含む）

保健医療福祉をめぐる社会動向、フィジカルアセスメント、呼吸管理、急変時の看護

在宅ターミナルケア、スキンケア、リハビリテーション看護、精神症状のある在宅療養者の看護

難病患者の看護、小児／障がい児の看護、退院支援、リスクマネジメント等

訪問看護師養成講習会「訪問看護研修ステップ１」

（eラーニング・集合研修）

基礎看護技術研修

実務研修
勤務先以外の訪問看

護ステーション

会　

議
振り返りカンファレンス・学習支援者会議（前半：週１回　後半：月２回程度）

２年目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

実
務
状
況

スタッフと一緒に

24時間対応 単独24時間

緊急対応

単独訪問５～８人

研　

修

訪問看護実践研修（１年目に受講出来なかった研修項目を受講する）

実務研修
　病院（退院調整、外来）、在宅療養支援診療所、介護保険施設等

会　

議
振り返りカンファレンス・学習支援者会議（月１回程度）
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新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

６）新卒訪問看護師の成長に合わせた学習支援

①新卒者の成長と単独訪問に向けた同行訪問のステップアップ

②初回訪問から単独訪問までの成長に合わせた同行訪問の活用例

注１）見本型同行訪問

指導者やスタッフが新卒者に訪問看護のモデル（見本）を示し、学習する機会とする同行訪問

注２）伴走型同行訪問

新卒者が主になって訪問看護を実践し、それを指導者やスタッフがサポートし、見守り、伴走しなが

ら学習する同行訪問

注３）時間差同行訪問

新卒者が受け持ち利用者の単独訪問できるように支援する同行訪問である。新卒者の単独訪問の時間

内に指導者が合流し、利用者・家族の状態のアセスメントやケアの実施、家族への説明内容などを確

認し、単独訪問内容を支持する同行訪問

注４）手順書

利用者の訪問看護実践における個別的なケア方法の手順と根拠を示したもの

初回訪問 ２回目以降 継続訪問 独り立ち 単独訪問後

フォローアップ

・見本型同行訪

問

・伴走型同行訪

問

・ケア実施者は

新卒者

・時間差同行訪問

・アセスメント

の結果確認

・家族への助言

や説明の確認

・単独訪問 ・先輩看護師

が訪問して、

フォローアップ

指導者・管理者で

同行して単独訪問

が可能かを判断

―  9  ―



３．新卒訪問看護師育成プログラムの概要

③新卒者の成長に合わせた受け持ち利用者の選定

　新卒者の受け持ちの選定は、新卒者の学習がスムーズにでき、無理なく達成できる事例

を選定することが大切です。１事例目は、「成功体験にする」ことができる事例、２事例

目は、習得した技術やケアを活用して「何とかやっていけそう」と関心や意欲を高める事

例、次の事例は、自信を高めるために「新卒者が希望する事例」を自分で選び、さらには

「チャレンジ事例」のように少しずつ目標を高めていくとよいでしょう。

１事例目 ２事例目
新卒者が希望する

事例
チャレンジ事例

・介護保険利用（要

介護２～３）

・状態が安定してい

る

・家族との関係がよ

く介護力がある

・退院前カンファレ

ンスから関われ

て、入院中の経過

と在宅療養生活の

ニーズの把握がで

きる

・介護保険利用者

　（要介護２～３）

・状態が安定してい

る

・家族との関係がよ

く介護力がある

・リハビリ期にある

・演習して習得した

看護技術の提供が

できる

・介護保険利用者

・訪問２～３日／週

　（その内の週１回

は複数の看護師が

関わってフォロー

できる体制）

・医療処置がある

　（胃ろう、吸引、人

工呼吸器等の技術

を繰り返し行う状

態）

・介護保険利用者

・医療依存度が高い

・家族関係が複雑で

ある

・家族の不安感が高い

・本人とのコミュニ

ケーションが難し

く、関係性構築が

難しい事例

・他機関との連携が

必要であり、なお

かつ連携が難しい

事例

・終末期にある事例

④受け持ち利用者の技術習得の進め方

就職２週間 ２ヶ月 ３ヶ月 ５ヶ月

受け持ち利用
者例の選定

技術習得のため
のトレーニング

単独訪問開始
さらに

スキルアップ

選定の要件 技術習得の計画と実地指導 次の事例を選定する

・指導者の受け持

ち利用者

・ステーションで

必要とする基本

技術、医療処置

を習得できる利

用者

・関連図注１によ

る全体像の把握

・受け持ち利用者の手順書を作成する

・受け持ち利用者の継続訪問を繰り返す

・習得が必要な技術や処置のある利用者の同

行訪問を計画する

より、技術の習熟度

を高める

対象事例のバリエー

ションを広げる

深める

広げる

注１）関連図

利用者の病態整理や治療状況、利用者・家族の生活上の問題に関する情報を整理する。その上で、利

用者と家族の生活の全体像を把握し、今何が起こっているか、今後起こりうる問題の因果関係や影響

要因、関連要因を明確にするために、書き起こすものである。関連図を書くことにより、客観的に問

題状況を把握し、論理的な結論を導き出す思考力を育成する。

新卒者の成長に合わせて

★訪問看護ステーションと訪問看護実践センター室担当者とが一緒に行う

・優先順位の高い技術をリストアップ

・シミュレーション技術教育時間を業務時

間内で計画する
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新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

⑤単独訪問の要件と見極め方法

単独訪問の要件
①受け持ち利用者・家族との関係性が構築できる

②受け持ち利用者・家族の関連図を作成し、問題を明確

化することができる

③受け持ち利用者の生活の仕方に合った手順書を作成

し、個別的な看護技術を提供できる

④受け持ち利用者を総合的に把握し一連の看護過程を展

開できる

⑤受け持ち利用者の緊急時の対応方法を説明できる

⑥受け持ち利用者・家族からも了解を得られる

見極め方法
①管理者と指導者が同行訪問で

実践学習の到達度を確認する

②シミュレーション学習とカン

ファレンスで新卒者の理解状

況を確認する

⑥単独訪問を支援する２つの学習支援方法

　所内演習によるシミュレーション学習と同行訪問による訪問看護実践学習の２つの方法

を繰り返しながら、受け持ち利用者の個別的な訪問看護展開を自立して実践できるように

支援します。

ここでいう「シミュレーション学習」とは
　一人の利用者の生活全体の理解を深め、訪問看護実践を振り返り、その現象を言語化す
ることを通して、情報の関連や因果関係を捉え思考過程を整理することです。
　シミュレーション学習は①利用者の問題の明確化と全体像を把握する、②ケア実施の根

拠を明確化する、ことを目的としています。その方法は、①関連図作成、看護計画立案、

②ケア方法に関する手順書の作成です。

　これらが利用者の状況を的確に捉えているかを確認することで学習到達状況を把握しま

す。新卒者がなぜそのように捉え、考えたかを事例検討会や指導者との面接で説明しても

らい、理解度を確認します。

同行訪問での訪問看護実践学習
　整理した思考過程と自分の看護実践を通して試行錯誤し、思考と行為を結びつけることです。

　　

　　
繰り返し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手順書の修正がなくなったら

・手順書の修正
点を明確にす
る

・実施後に気が
付いたことを
手順書に反映
し修正する

・手順に沿って
実践する

・利用者の状態
を説明

・観察ポイント
・ケアの目的と
根拠の確認

訪問前

訪問時

・フォローアッ
プ同行訪問

・ケア実施内容
及び利用者に
合った安全で
安楽なケアで
あるかを確認

独り立ち後

訪問後
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３．新卒訪問看護師育成プログラムの概要

７）学習支援体制を支える組織間連携

　　①組織間連携

　　②プログラム運営の役割分担
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・２年間のプログラム全体を説明する
・管理者と新卒者の希望を聞き、個別の支援計画の作成（訪問看護実践研修、基礎看護技術研修の内容
と時期等の調整）をする

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進行、記録
・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる
・新卒者・管理者・指導者との個別面接の実施

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

４．学習支援の実際

　学習支援は就職後３ヶ月がとても大切です。単独訪問ができるようになるまでの３ヶ月を

めどに、学習スタイルを獲得するように支援することで、そのあとの学習がスムーズに進み

ます。

　１）就職１ヶ月の学習支援

まずは１ヶ月、ステーションという職場環境に慣れることから始めましょう。

利用者全体を見てみよう！

新卒者の

目指す姿

・訪問看護ステーションの一日の流れ、一週間の流れを把握する

・ステーションの環境に慣れ、訪問の準備ができる

・全利用者の同行訪問を通して、利用者全体の特徴を把握する

・単独訪問への準備として数名の利用者の継続訪問を実施し全体像を理解する

まずは自分が必要なことを書きだそう

新卒者の

学習方法

・同行訪問時の看護師のケア内容、方法を記録する

・全利用者の同行訪問を通して、習得することが必要な技術をリストアップし、

優先順位をつける

・１週間に１回振り返り記録用紙に体験を通して気が付いたこと、学んだこと

を書き課題等を明確にする

・自己評価票の評価内容を確認し、自己学習内容を明確にする

新卒者が自分で学ぶための時間を確保しよう

学習支援
ステーション管
理者・指導者・
スタッフの支援

・オリエンテーション：事業所内の説明、就業規則など説明

・１日の中で学習時間を設け、体験したことを振り返る時間を確保する

・習得が必要な技術をリストアップし、優先順位をつける

・同行訪問記録と対話を通し、新卒訪問看護師の理解度と学習課題を確認し、必

要な学習を促す

新卒者のサインを受け取る体制としてカンファレンスの時間を確保する

体制づくり

・振り返りカンファレンスを１回/週：新卒者の状態を把握し、課題を共有する

場と時間をつくる

・学習支援者会議を１回/週：新卒者の学びの状況を把握し、支援者で対応策を

共有する

・指導者と新卒者で個別面接：自己評価票を用いて、何を優先的に学習すべき

かを確認する
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・シミュレータを用いた基礎看護技術研修（吸引、摘便）の実施

・ステーションで自己学習するためのシミュレータの貸し出し

・訪問看護実践研修（外部研修）の計画と申込み代行

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進行、記録

・ステーション内で単独訪問事例の検討会の企画

・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

４．学習支援の実際

　２）就職２ヶ月の学習支援

　少し訪問にも慣れました。いよいよ単独訪問に向けて受け持ち利用者の抱える課題と解

決に向けてアセスメント力と看護ケアの実践力を養う時期です。この時期は、意図的な訪

問計画とスタッフ全員で一貫した指導ができるよう体制づくりも本格化します。

その人の生活に合った看護技術を習得しよう

新卒者の

目指す姿

・継続訪問を実施している利用者のケアに実際に加わり、その人にあった援助

ができる

・利用者とのコミュニケーションが取れ、ニーズを把握する会話ができる

・フィジカルアセスメントの土台となる疾患、治療の理解を深める

・利用者の問題と解決策について検討することができる

受け持ち利用者の全体像を把握しよう

新卒者の

学習方法

・ケアの目的、観察した内容、ケアの根拠を記録に書くことができる

・継続訪問する利用者のケアの手順書を書く

・受け持ち利用者の疾患と治療、必要なケアについて理解を深める

・受け持ち利用者の全体像を把握するために関連図を書く

・単独訪問の前に、受け持ち利用者を事例検討会で発表する

・習得が必要な基礎看護技術を繰り返し練習する

同行訪問しながら、ケアを任せていこう

学習支援
ステーション管
理者・指導者・
スタッフの支援

・受け持ち利用者の同行訪問では、伴走型同行訪問へと変えていく

・受け持ち利用者にはケアを積極的行っていく

・継続訪問の利用者の手順書を作成し技術の習得ができるようにする

・習得が必要な看護技術を繰り返し行える利用者を選定し、同行訪問を計画する

・受け持ち利用者の関連図、看護問題の焦点化ができるように面接し指導する

意図的な訪問計画と指導を心がけよう

体制づくり

・スタッフ全員で新卒者の成長について確認する

・スタッフを含めて同行訪問時の助言・指導について共有化し確認する

・新卒者が看護技術のシュミレーション学習ができるよう時間を作る

・自己学習時間を確保できるようにする

・ステーション全員で新卒者の受け持ち事例について事例検討会を行う
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・訪問看護師養成講習会「訪問看護研修ステップ１」の開催
・シミュレータを用いた基礎看護技術研修（経管栄養法、膀胱留置カテーテル）の実施
・ステーションで自己学習するためのシミュレータの貸し出し
・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進行、記録
・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる
・新卒者・管理者・指導者との個別面接を実施する

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

　３）就職３ヶ月の学習支援

　いよいよ単独訪問にむけて気持ちを高め、引き締めていく時期です。不安のないように

時間差同行訪問とフォローアップをしながら、疑問点と対応策を話しあい、自信を持って

利用者・家族と向かい合えるように応援します。不安でも、思い切って、一人になって、

まずは全力でぶつかってみる。その一歩が踏み出せるように支援しましょう。

単独訪問で独り立ち！

新卒者の

目指す姿

・同行した看護師に助言をもらい、単独訪問ができる

・次回の訪問計画を立案できる

・数名の受け持ち利用者の訪問ができる

・訪問看護報告書を記載できる

・受け持ち利用者の保険請求を理解する

受け持ち利用者・家族との信頼関係をつくろう

新卒者の

学習方法

・受け持ち利用者・家族とのコミュニケーションから状態把握することができる

・習得が必要な基礎看護技術を繰り返し、安全に実施できる

・受け持ち利用者の関連図を修正し、問題を明確化する

・時間差同行訪問の前後、指導者と連絡・報告・相談をし、問題の早期解決を図る

・受け持ち利用者の訪問看護報告書、保険請求書を記載する

できるところは認め、背中を押してあげよう

学習支援
ステーション管
理者・指導者・
スタッフの支援

・受け持ち利用者の同行訪問では、時間差同行訪問へと変えていく

・受け持ち利用者にはケアを積極的に行うよう訪問前後で手順や留意事項の確

認を行う

・受け持ち利用者の看護問題の焦点化ができるように指導する

・どんな看護師になりたいか、自分の関心ある事例や習得したい看護技術など

自己の課題を明確にする

・どのような学習支援をしてほしいか、これまでの方法はよかったかなど学習

支援方法や体制の改善のために、問題を明確にする

管理者・指導者・スタッフが学習支援体制の見直しをする

体制づくり

・就職３ヶ月めの面接（新卒者の自己評価をもとに、指導者と話し合う）を行う

・ステーション内のカンファレンスで単独訪問ができるまでの新卒者の成長に

ついて、語り合い、指導内容の振り返りと課題共有及び改善策の検討を行う

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の頻度を調整する
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・新卒者、管理者と相談し、就職先以外の訪問看護ステーションでの「実務研修」の選択と調整

・シミュレータを用いた基礎看護技術研修（採血、点滴）の実施

・ステーションで自己学習するためのシミュレータの貸し出し

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進行、記録

・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる

・新卒者・管理者・指導者の６ヶ月めの個別面接を実施する

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

４．学習支援の実際

４）就職４－６ヶ月の学習支援

　受け持ち利用者の単独訪問で自分のアセスメント力を磨きながら、一人で準備をし、訪

問に出るようになり、「訪問看護師らしく」なる時期です。

　単独訪問を始めたばかりの新卒者は、まだまだ不安を抱えています。でも、ひとつずつ

階段を上り始めます。この３ヶ月間は、受け持ち利用者の単独訪問２事例、３事例へとスッ

テプアップします。１つひとつのケア技術の向上とアセスメント力、看護過程の展開をしっ

かり学ぶ時期です。少しずつ、受け持ち利用者以外の単独訪問もできるようになります。

個別的ケアと家族支援を展開！

新卒者の

目指す姿

・２人目の受け持ち利用者の単独訪問ができる

・受け持ち利用者の状態が予測でき、予防的や緊急時の対応が説明できる

・受け持ち利用者・家族との関係性が構築できる

・多職種との連携、地域との連携について理解できる

利用者の生活全体を理解し、家族や多職種と共有しよう

新卒者の

学習方法

・利用者を支える家族の役割や多職種の支援内容を理解することができる

・訪問の前後、指導者と連絡・報告・相談をし、問題の早期解決を図る

・２例目の受け持ち利用者を事例検討会で発表する

見守り、不安なく単独訪問できるように声掛けよう

学習支援
ステーション管
理者・指導者・
スタッフの支援

・２例目の受け持ち利用者の同行訪問でも新卒者の成長に合わせ、見本型同行
訪問、伴走型同行訪問、時間差同行訪問を適宜、活用する

・２例目の受け持ち利用者の単独訪問ができるように、１例目と同様に指導し

ていく（関連図・手順書・技術等の確認）

・サービス調整会議や退院時カンファレンスなど、所外での会議に参加できる

ように調整する

新卒者もステーション組織の一員として役割分担！

体制づくり

・就職６ヶ月目の面接（新卒者の自己評価をもとに、指導者と話し合う）を行う

・ステーション内のカンファレンスで新卒者の成長について、語り合い、指導

内容の振り返りと課題共有及び改善策の検討を行う

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の頻度を調整する
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・研修期間中のカンファレンスを企画・調整し、参加する。

・研修の実施及び目標達成状況の報告のための学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進

行、記録

・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる

・新卒者・管理者・指導者の９ヶ月めの個別面接を実施する

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

５）就職７－９ヶ月の学習支援

　訪問看護ステーション研修で事例や訪問看護実践のバリエーションを増やす時期です。

　訪問看護には少し慣れてきましたが、新卒者も指導者も息切れしてくる頃です。少し環

境を変えることで、訪問看護ステーションの管理運営面、多様な利用者や訪問看護師像の幅

を広げ、地域性や文化も学ぶ転換期です。この研修は、新卒者と管理者との相談で必要時、

計画しましょう。就職したステーションでそのまま継続して、単独訪問を増やしていくこと

も重要なステップアップです。その場合、就職４－６ヶ月の内容を継続していきましょう。

ワンランク上を目指して！

目　　標

・そのステーションで学びたいことを目標とする

　例１）小児や精神、認知症、人工呼吸器装着中の利用者など、未経験の事例を学ぶ

　例２）認定看護師や専門看護師からより専門的知識技術を学ぶ

・自分がなりたい看護師像のイメージを描く

気分を変えて、他の訪問看護ステーション研修で学ぼう

学習方法

・研修目的の達成に向けて意識して取り組む

・訪問の前後、指導者と相談をし、意図的な訪問を行う

・事例の関連図と看護過程を展開する

・研修の学びとして、事例をカンファレンスで検討する

新卒者の目的にあった研修計画を立案しよう

研修受け入れ訪問

看護ステーションの

学習支援

・新卒者の目的に合わせた訪問計画を立案する

・カンファレンスで検討する事例に継続訪問ができるように調整する

・４週間のうち、２回のカンファレンスを持ち、研修の学びを確認する

・事例の関連図で全体像の理解を確認する

新卒者の学びをステーションで活用し、みんなの学びに

体制づくり
・就職９ヶ月めの面接（新卒者の自己評価をもとに、指導者と話し合う）を行う

・他のステーションでの学びを所内の勉強会や連絡・報告会で発表してもらい、

全員が学びを共有する
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・２年目に向けて、目標設定を促し、研修計画を立案する

・振り返りカンファレンス、学習支援者会議の議題提案と資料準備、司会進行、記録

・新卒者・管理者・指導者の相談に応じる

・新卒者・管理者・指導者の12ヶ月めの個別面接を実施する

訪問看護実践センター室（千葉県看護協会）・千葉大学による組織的バックアップ

４．学習支援の実際

　６）就職10－12ヶ月の学習支援

　単独訪問をさらに増やし、自分の給与分は働ける時期です。

　単独訪問や他の訪問看護ステーションでの研修を終えて、少し視野が広がりました。研

修先のステーションの環境に適応し、管理者やスタッフとの初対面の中で、同行訪問した

経験によって、自分の訪問看護実践への振り返りを一段と深くできるようになります。自

分の得手不得手を自覚し、自分のステーションで必要とされる実践能力を高め、ぐっと成

長する時期です。

利用者から信頼される看護師になろう

新卒者の

目指す姿

・利用者・家族の意向を確認して尊重し良好な関係をつくることができる

・他職種の意向を確認して尊重し良好な関係をつくることができる

・訪問看護師としての判断を的確に説明できる

・受け持ち利用者の個別性に合せたアセスメント・看護問題・計画立案・実施・

評価・報告ができる

・１年間の振り返りと次年度の課題を明確にすることができる

より安全で確かな訪問看護実践に

新卒者の

学習方法

・訪問の前後、指導者と連絡・報告・相談をし、問題の早期解決を図る

・受け持ち利用者への安全で安楽なケアを実施できる

・訪問時に状況を判断し、ケア計画の変更ができ、必要なケアを提供できる

・新しい受け持ち利用者を事例検討会で発表する

新卒者が自分の成長を自覚できるような声かけをしよう

学習支援
ステーション管
理者・指導者・
スタッフの支援

・３例目の受け持ち利用者の同行訪問でも新卒者の成長に合わせ、見本型同行
訪問、伴走型同行訪問、時間差同行訪問を適宜、活用する

・３例目の受け持ち利用者の単独訪問ができるように、同様に指導していく（関

連図・手順書・技術等の確認）

・受け持ち利用者以外の単独訪問を増やしていく

新卒者の学びをステーションで共有し、みんなの学びに

体制づくり

・就職12ヶ月めの面接（新卒者の自己評価をもとに、指導者と話し合う）を行う

・ステーション内のカンファレンスで新卒者の成長について、語り合い、指導

内容の振り返りと課題共有及び改善策の検討を行う

・２年目に向けて、新卒者の学習課題をステーション内で確認する
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新卒訪問看護師育成プログラム運用における学習支援マニュアル

５．学習支援で用いる記録用紙の紹介

　ここで紹介する記録用紙は、新卒者が学生時代の学習に用いた記録用紙を基本にしていま

す。特に、在宅看護学の実習等で用いた記録用紙は参考になるようです。

　記録用紙は新卒者の思考を整理するために用いるため、新卒者自身が体験的に修得した学

習スタイルを活用しながら、訪問看護を学べるように考えるとよいと思います。

　新卒者の学び方を参考に指導者もスタッフも訪問看護実践を意識化する機会となります。

　記録用紙は下記の一覧表に示しています。用途に応じて活用します。

記録の種類 目　　　的

訪問看護ステーション概要

記録

・訪問看護ステーションのオリエンテーションから整理し、事業所の

概要を把握する

基本情報記録注１） ・同行訪問した利用者の基本情報を各自で整理する

・事例検討や受け持ち利用者選択の基礎資料とする

関連図・看護計画注２） ・受け持ち利用者の全体像を把握し、看護問題を明確にする

・看護問題ごとに個別性を踏まえて看護計画を立案する

日々の訪問看護記録注１） ・利用者の訪問時の状態を記録する

・看護問題ごとにSOAPで記入し、訪問時の状態を把握する

手順書
・利用者ごとに留意点・根拠を明確にしたケアの方法を書く

・ケアが時間内に終了するようにケアの組み立てを考える

訪問看護経験記録
・訪問事例の経験実績概要を把握するために記録する

・学習支援者との経験の共有化に使用する

振り返り記録用紙
・一週間を振り返り、日々の経験から学んだこと、考えたこと等を記

録することで、自律的な学習をするための根拠とする

注１）基本情報記録・日々の訪問看護記録に関しては就業した訪問看護ステーションと同様の用紙を使用して

もよい。記録用紙は参考として掲載している。

注２）関連図・看護計画の用紙は特に指定はない。学生時代に使用した様式を活用するのもよい。
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訪問看護ステーションの概要記録





基本情報記録



様

日々の訪問看護記録



日々の訪問看護記録



手　順　書



訪問看護経験記録



振り返り記録用紙

氏名：　　　　

月　　日（　　） 月　　日（　　）

考えたこと、学んだこと 考えたこと、学んだこと

○自己の学習課題

○指導者コメント欄
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